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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンダロックおよびキーの組合せたものであって、
　細長いキーブレード（１１）を有するキー（１０、１０’、１０’’）と、
　キースロット（１５）を有する回転可能なキープラグ（２０）と、回転を防止するため
に前記キープラグを固定するための少なくとも１つの複式のタンブラアセンブリ（５０）
と、を有するロックとを含み、
　前記少なくとも１つの複式のタンブラアセンブリは、
　前記キープラグ内のチャンバ内で昇降動可能であるアウターピン（５１）と、
　前記アウターピン内の中央の円筒穴（５１ａ）内で入れ子式に移動可能であるインナー
ピン（５２）と、を含み、
　前記アウターピンは、前記ロックの前記キースロットへの挿入のとき、前記キーブレー
ドの第１のコード部分（１２ｂ）に係合するための突出ラグ（５１ｂ）からなる少なくと
も１つのキー接触用端部（５１ｂ）を、前記複式のタンブラアセンブリ（５０）の中心線
（Ｃ）に中心を有する円（ＣＬ）に沿って前記円筒穴（５１ａ）の周縁に一体に備え、
　前記インナーピン（５２）は、前記キーブレードの第２のコード部分（１２ａ）に係合
するための少なくとも１つのキー接触用端部（５２ｂ）を備え、
　前記キーブレードの前記第１のコード部分（１２ｂ）および前記第２のコード部分（１
２ａ）が、前記キーブレードにおける特定のコードパターンであって、各タンブラアセン
ブリについて１つのコードパターン（１２）を定義し、前記各コードパターンが、関連付
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けられるタンブラアセンブリ（５０）の前記第１のキー接触用端部（５１ｂ）および前記
第２のキー接触用端部（５２ｂ）の位置および深さに対応する隣接するコード部分（１２
ｂ、１２ａ）からなり、
　前記タンブラアセンブリの前記アウターピンは、前記複式のタンブラアセンブリの中心
線（Ｃ）を画定する中心軸線に沿って延在する前記中央円筒穴（５１ａ）を内側で画定す
る円筒状スリーブ部分により、形成された第１の部分、即ち、上部（５１ｃ）と、前記ア
ウターピン（５１）の第２の部分、即ち、下部で前記中心軸線に平行に軸線方向に該アウ
ターピン（５１）の第２の部分、即ち、下部から延びる前記突出ラグ（５１ｂ）からなる
前記少なくとも１つのキー接触用端部（５１ｂ）を備える第２の部分、即ち、下部（５１
ｄ）と、から構成され、
　前記タンブラアセンブリの前記インナーピン（５２）の第１の部分、即ち、上部が、前
記アウターピンの前記第１の部分、即ち、上部（５１ｃ）の前記中央の円筒穴（５１ａ）
内で、前記タンブラアセンブリの中心線に対し実質的に平行に軸線方向への案内された移
動のために円筒で寸法設定され、前記インナーピンの第２の部分、即ち、下部が、軸線方
向に突出するラグ（５２ｂ）からなる少なくとも１つの前記キー接触用端部（５２ｂ）を
備え、
　前記タンブラアセンブリ（５０）の前記アウターピン（５１）および前記インナーピン
（５２）の突出ラグ（５１ｂ）、および、ラグ（５２ｂ）は、前記タンブラアセンブリの
前記中心線（Ｃ）に対して軸線方向および半径方向に明確に定義された複数のコード位置
で相互に隣接して配置され、
　前記アウターピン（５１）の前記突出ラグ（５１ｂ）の前記コード位置は、前記中心線
から外方に所定距離で、前記タンブラアセンブリ（５０）の前記中心線（Ｃ）に対し円周
方向にコード化された位置により定義され、
　前記複式のタンブラアセンブリの突出ラグ（５１ｂ）およびラグ（５２ｂ）の位置およ
び深さが、前記インナーピン（５２）のラグ（５２ｂ）の軸線方向の位置、前記アウター
ピン（５１）の突出ラグ（５１ｂ）の円周方向の位置、および、前記アウターピン（５１
）の突出ラグ（５１ｂ）の軸線方向の位置に相当する、３自由度を有するシリンダロック
およびキーの組合せたもの。
【請求項２】
　前記軸線方向にずれた部分（５１ｂ）は、突出ラグとして形成される請求項１に記載の
ロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項３】
　前記インナーピン（５２）は、前記タンブラアセンブリ（５０）の前記中心線（Ｃ）に
沿って延在する請求項１に記載のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項４】
　前記インナーピン（５２）の前記キー接触用端部（５２ｂ）は、円錐状であり、前記タ
ンブラアセンブリ（５０）の前記中心線（Ｃ）上に軸線方向に突出する請求項３に記載の
ロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項５】
　前記アウターピンの前記第２の部分、即ち、下部（５１ｄ）は、前記円周方向に部分的
にのみ延在する円筒状壁部であって前記第１の部分、即ち、上部に軸線方向に隣接する自
由空間を残す円筒状壁部からなり、前記インナーピン（５２）の前記第２の部分、即ち、
下部（５２ａ）は、前記自由空間内に半径方向外方に延在される請求項１に記載のロック
およびキーの組合せたもの。
【請求項６】
　前記インナーピン（５２）の前記キー接触用端部（５２ｂ）は、軸線方向に突出し、前
記タンブラアセンブリの前記中心線（Ｃ）から半径方向に偏倚する請求項５に記載のロッ
クおよびキーの組合せたもの。
【請求項７】
　前記インナーピン（５２）は、前記中心線に沿って延在する前記第１の部分、即ち、上
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方円筒状部分と、軸線方向に突出するキー接触用端部（５２ｂ）を備え、半径方向に偏倚
するフランジ（５２ａ）を有する第２の部分、即ち、下部とから構成される請求項５また
は請求項６に記載のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項８】
　前記インナーピン（５２’）は、前記タンブラアセンブリ（５０）の中心線（Ｃ）に対
して２０°を超えない角度で配置される請求項１に記載のロックおよびキーの組合せたも
の。
【請求項９】
　前記アウターピン（５１）は、前記タンブラアセンブリが前記チャンバの前記中心線の
回りに回転するのを防止する少なくとも１つの半径方向外方に突出する部材（５１ｆ）を
備える請求項１乃至８のうちのいずれか一項に記載のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項１０】
　前記アウターピン（５１）および前記インナーピン（５２）は、一緒に軸線方向に移動
可能であり、前記アウターピン（５１）および前記インナーピン（５２）のうちの一方が
、他方に対して限定された距離だけ移動可能である請求項１乃至９のうちのいずれか一項
に記載のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項１１】
　前記アウターピン（５１）は、前記中心線からそれぞれ半径方向の距離で、異なる円周
方向の位置に配置された関連付けられる軸線方向にずれた部分（５１ｂ、５１ｃ）を有す
る少なくとも２つの軸線方向に突出するキー接触用端部を有し、
　前記タンブラアセンブリは、少なくとも３つのキー接触用端部を備える請求項１に記載
のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項１２】
　前記インナーピン（５２）は、前記キーブレード（１１１’）の端部に配置されたコー
ド部分と協働するように構成され、前記アウターピン（１５１）は、前記キーブレードに
おける側面の棚状部分の少なくとも１つのコード部分（１２０）と協働するように配置さ
れる請求項１に記載のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項１３】
　前記アウターピン（１５１）は、前記キーブレード上の関連付けられるコード部分（１
２’’ｂ、１２０）と協働するキー接触用ラグ（１５１ｓｂ、１５１ｌｂ）を、それぞれ
、有する２つの向かい合う第２の部分、即ち、下部（１５１ｓ、１５１ｌ）を有する請求
項１２に記載のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項１４】
　前記向かい合う第２の部分、即ち、下部は、前記キーブレードの下半分のコード部分（
１２０）と協働する１つの比較的長い部分（１５１ｌ）と、前記キーブレード（１１’’
）の上半分のコード部分（１２’’ｂ）と協働する１つの比較的短い部分（１５１ｓ）と
からなる請求項１３に記載のロックおよびキーの組合せたもの。
【請求項１５】
　前記比較的長い部分は、２つのキー接触用ラグ（１５１’ｌｄ、１５１’ｌｄ）を備え
、前記２つのキー接触用ラグ（１５１’ｌｄ、１５１’ｌｄ）の最端部は、前記キープラ
グ（２０）の長手方向に互いに離隔される請求項１４に記載のロックおよびキーの組合せ
たもの。
【請求項１６】
　請求項１に記載のロックおよびキーの組合せたものにおいて使用するためのキー（１０
）であって、
　細長キーブレード（１１）を有する前記キーは、アウターピン（５１）およびインナー
ピン（５２）を有する複式のタンブラアセンブリ（５０）における対応するキー接触用端
部（５２ｂ、５１ｂ）を受けるように構成されたコード部分（１２ａ、１２ｂ）を有する
少なくとも１つのコードパターン（１２）を備え、
前記インナーピンは、前記アウターピン（５１）内の中央の円筒穴（５１ａ）内で入れ子
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式に移動可能であり、
　前記少なくとも１つのコードパターンにおける複数の前記コード部分は、前記インナー
ピン（５２）の前記キー接触用端部を受けるように構成された第１のコード部分（１２ａ
）と、前記アウターピン（５１）における対応するキー接触用端部（５１ｂ）を受けるた
めに前記コードパターン（１２）の中心から半径方向の距離で円周方向にコード化された
位置に配置された少なくとも１つの第２のコード部分（１２ｂ）と、を含むキー（１０）
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シリンダロックおよびキーの組合せたものに関し、細長いキーブレードを有
するキーと、キースロットを有する回転可能なキープラグと、回転を防止するために前記
キープラグを固定するための少なくとも１つの複式のタンブラアセンブリと、を有するロ
ックとを含み、少なくとも１つの複式のタンブラアセンブリは、キープラグ内のチャンバ
内で昇降動可能であるアウターピンと、アウターピン内の中央の円筒穴内で入れ子式に移
動可能であるインナーピンと、を含み、アウターピンは、ロックのキースロットへの挿入
のとき、キーブレードの第１のコード部分に係合するための少なくとも１つのキー接触用
端部を備え、インナーピンは、キーブレードの第２のコード部分に係合するための少なく
とも１つのキー接触用端部を備え、キーブレードの第１のコード部分および第２のコード
部分が、キーブレードにおける特定のコードパターンであって、各タンブラアセンブリに
ついて１つのコードパターンを定義し、各コードパターンが、関連付けられるタンブラア
センブリの第１のキー接触用端部および第２のキー接触用端部の位置および深さに対応す
る隣接するコード部分からなる。
【０００２】
　また、本発明は、かかるロックおよびキーの組合せたもので使用するためのキーに関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　先行技術では、アウターピンおよびインナーピンを有する入れ子式タンブラアセンブリ
を有する上記で参照された種類のシリンダロックおよびキーの組合せたものの多数の例が
ある。国際公開第９８／５８３８号（ＭＵＬ－Ｔ－ＬＯＣＫ）（特許文献１）に開示され
る一例では、各タンブラアセンブリが、プリンシプルピン（principle pin）と、それと
共に選択可能な非同軸構成でプリンシプルピン内に嵌るように構成された複数の周辺ピン
とを含む。そのような組合せたものは、各タンブラアセンブリ内の少なくとも３つのピン
と、回転可能なキープラグを囲むロック内のばねおよび対応するピンなどの対応する数の
補助構成要素とを有し、非常に複雑である（本文献で示されるタンブラ）。
【０００４】
　他の例は、各入れ子式タンブラピンアセンブリが、インナーピンが中に摺動可能に取り
付けられたアウターピンを含む英国特許出願第２４５３６２６号明細書（ＡＳＳＡ　ＡＢ
ＬＯＹ　Ｌｔｄ．）（特許文献２）に開示される実施例である。アウターピンのキー接触
用端部は、均一な端部表面を有する円筒形状を有するスリーブとして形成される。この端
面は、正確に切削されたキーブレードとの摺動係合をもたらすように裁頭円錐形である。
他方、インナーピンは、キーコードを形成するその軸線方向位置となる丸み端部または尖
った端部分を有する。各タンブラアセンブリについて、キーブレードにおけるコードは、
環状着座表面の軸線方向位置（アウターピンの円筒状端部に係合する）および中央ドーム
状突出部（インナーピンの端部にコードを有するシートをもたらす）の軸線方向位置によ
って構成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】国際公開第９８／５８３８号（ＭＵＬ－Ｔ－ＬＯＣＫ）
【特許文献２】英国特許出願第２４５３６２６号明細書（ＡＳＳＡ　ＡＢＬＯＹ　Ｌｔｄ
．）
【特許文献３】国際公開第２００７／０１８４５６号（ＷＩＮＬＯＣ　ＡＧ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
この背景に対して、本発明の目的は、ごくわずかなパーツを用いて比較的単純な構造を有
し、それでもなお、非常に多数のコード組合せを与える入れ子式タンブラアセンブリを提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、アウターピンおよびインナーピンを有する少なくとも１つのタンブラ
アセンブリを有するシリンダロックおよびキーの組合せたものが提供される。アウターピ
ンの少なくとも１つのキー接触用端部のコード位置は、前記複式のタンブラアセンブリの
前記中心線上にその中心を有する円に沿った円周方向のコード化された位置に配置された
軸線方向にずれた部分によって、定義される。
【０００８】
　このようにすることで、各タンブラアセンブリごとに得られ得るコード数が、非常に多
くなり、インナーピンの端部の軸線方向位置である第１の自由度、アウターピンの軸線方
向にずれた部分の円周方向位置である第２の自由度、
アウターピンの軸線方向にずれた部分の軸線方向位置となる第３の自由度がある。さらに
、アウターピンは、２つ以上の軸線方向にずれた部分を備えてもよい。そのような実施例
では、タンブラアセンブリは、可能なコード組合せの数をさらに多くする少なくとも３つ
のキー接触用端部を備える。
【０００９】
　多数のコードの組合せにもかかわらず、各タンブラアセンブリの構造は、比較的単純で
製造が容易である。
【００１０】
　また、本発明は、ロックおよびキーの組合せたものにおいて使用するためのキーを提供
し、キーは、インナーピンのキー接触用端部を受けるように構成されたコード部分と、ア
ウターピンの対応する軸線方向にずれた部分を受けるためにコードパターンの中心点から
半径方向距離をおいて円周方向にコード化位置に配置された少なくとも１つのさらなるコ
ード部分とを備える少なくとも１つのコードパターンを有する。
【００１１】
　アウターピンにおける「軸線方向にずれた部分」は、軸線方向に突出するラグ、または
、軸線方向に延在する凹部であり得る。
【００１２】
　多数の適切な実施例が、以下の詳細な説明と、異なる実施例に関連する様々な従属請求
項を含む添付の特許請求の範囲とから明らかになろう。
【００１３】
　本発明は、図面を参照して以下でより詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１に２つのタンブラアセンブリが、図式的に示される状態で、本発明によるキ
ーの斜視図である。
【図１ａ】本発明によるキーの側面図である。
【図１ｂ】図１ａのキーにおけるコードパターンの一部分を、拡大しで示す。
【図１ｃ】図１に示されるキーおよびタンブラアセンブリの上面図である。
【図１ｄ】図１に示されるキーおよびタンブラアセンブリを収容するキープラグを有する
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ロックの断面図である。
【図２】コードパターンがキーブレードの端部に位置している、本発明によるキーの第２
実施例の斜視図である。
【図２ａ】図２に示されるキーおよびタンブラアセンブリの側面図である。
【図２ｂ】図２および図２ａにおけるキーブレードの上面図である。
【図２ｃ】キーブレードの端部におけるコードパターンの一部分を拡大して示す。
【図３】図１および図２に示される種類の一つのタンブラアセンブリの側面図である。
【図３ａ】図３に従うタンブラアセンブリの縦断面図である。
【図３ｂ】図３に示されるタンブラアセンブリの上面図である。
【図３ｃ】図３ｂにおける拡大した上面図である。
【図４】傾斜したインナーピンを有する変更した実施例の図３と同様の図である。
【図４ａ】傾斜したインナーピンを有する変更した実施例の図３ａと同様の図である。
【図４ｂ】傾斜したインナーピンを有する変更した実施例の図３ｂと同様の図である。
【図４ｃ】傾斜したインナーピンを有する変更した実施例の図３ｃと同様の図である。
【図５】インナーピンが非対称形の端部を有するさらなる実施例の同様の図である。
【図５ａ】インナーピンが非対称形の端部を有するさらなる実施例の同様の図である。
【図５ｂ】インナーピンが非対称形の端部を有するさらなる実施例の同様の図である。
【図５ｃ】インナーピンが非対称形の端部を有するさらなる実施例の同様の図である。
【図６】図３に示されるものと同様のタンブラアセンブリと、タンブラアセンブリが配置
される回転可能なキープラグを囲むロックハウジング（図示せず）内に配置されることと
なる軸線方向に隣接するドライブピンアセンブリとを示す。
【図６ａ】図６に示されるアセンブリの縦断面図である。
【図６ｂ】図６におけるアセンブリの上面図である。
【図６ｃ】図６におけるアセンブリの拡大した上面図である。
【図７】非対称形のキー接触用ラグを有するインナーピンを備えたタンブラアセンブリの
変更した実施例の図６と同様の図である。
【図７ａ】非対称形のキー接触用ラグを有するインナーピンを備えた、タンブラアセンブ
リの変更した実施例の図６ａと同様の図である。
【図７ｂ】非対称形のキー接触用ラグを有するインナーピンを備えた、タンブラアセンブ
リの変更した実施例の図６ｂと同様の図である。
【図７ｃ】非対称形のキー接触用ラグを有するインナーピンを備えた、タンブラアセンブ
リの変更した実施例の図６ｃと同様の図である。
【図８】２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを有するキーと、キーにおけ
る２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短い部分を有するアウターピ
ンをそれぞれ有する複数のタンブラアセンブリとを示す。
【図８ａ】２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを有するキーと、キーにお
ける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短い部分を有するアウター
ピンをそれぞれ有する複数のタンブラアセンブリとを示す。
【図８ｂ】２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを有するキーと、キーにお
ける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短い部分を有するアウター
ピンをそれぞれ有する複数のタンブラアセンブリとを示す。
【図８ｃ】２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを有するキーと、キーにお
ける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短い部分を有するアウター
ピンをそれぞれ有する複数のタンブラアセンブリとを示す。
【図８ｄ】異なる実施例であって、２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを
有するキーと、キーにおける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短
い部分を有するアウターピンをそれぞれ有するタンブラアセンブリとを示す。
【図８ｅ】異なる実施例であって、２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを
有するキーと、キーにおける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短
い部分を有するアウターピンをそれぞれ有するタンブラアセンブリとを示す。
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【図８ｆ】異なる実施例であって、２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを
有するキーと、キーにおける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短
い部分を有するアウターピンをそれぞれ有するタンブラアセンブリとを示す。
【図８ｇ】２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを有するキーと、キーにお
ける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短い部分を有するアウター
ピンをそれぞれ有するタンブラアセンブリとを示す。
【図８ｈ】２つの異なるコードパターンを有するキーブレードを有するキーと、キーにお
ける２つのコードパターンとそれぞれ協働する長い部分および短い部分を有するアウター
ピンをそれぞれ有するタンブラアセンブリとを示す。
【図８ｉ】薄いキーブレードおよび厚い（破線）キーブレードのそれぞれについての２つ
の変更した実施例を示す。
【図８ｋ】薄いキーブレードおよび厚い（破線）キーブレードのそれぞれについての２つ
の変更した実施例を示す。
【図８ｌ】薄いキーブレードおよび厚い（破線）キーブレードのそれぞれについての２つ
の変更した実施例を示す。
【図８ｍ】薄いキーブレードおよび厚い（破線）キーブレードのそれぞれについての２つ
の変更した実施例を示す。
【図８ｎ】薄いキーブレードおよび厚い（破線）キーブレードのそれぞれについての２つ
の変更した実施例を示す。
【図９ａ】関連付けられるキーなしに、図８ａ、図８ｂ、図８ｃ、および図８ｄにおいて
示されるものと同一である実施例であって、タンブラアセンブリのみを示す。
【図９ｂ】関連付けられるキーなしに、図８ａ、図８ｂ、図８ｃ、および図８ｄにおいて
示されるものと同一である実施例であって、タンブラアセンブリのみを示す図である。
【図９ｃ】関連付けられるキーなしに、図８ａ、図８ｂ、図８ｃ、および図８ｄにおいて
示されるものと同一である実施例であって、タンブラアセンブリのみを示す。
【図９ｄ】関連付けられるキーなしに、図８ａ、図８ｂ、図８ｃ、および図８ｄにおいて
示されるものと同一である実施例であって、タンブラアセンブリのみを示す。
【図９ｅ】関連付けられるキーなしに、図８ａ、図８ｂ、図８ｃ、および図８ｄにおいて
示されるものと同一である実施例であって、タンブラアセンブリのみを示す。
【図９ｆ】関連付けられるキーなしに、図８ａ、図８ｂ、図８ｃ、および図８ｄにおいて
示されるものと同一である実施例であって、タンブラアセンブリのみを示す。
【図１０】アウターピンが軸線方向に突出する２つのラグを備える、キーおよび関連付け
られるタンブラアセンブリのさらなる実施例を示す。
【図１０ａ】アウターピンが軸線方向に突出する２つのラグを備える、キーおよび関連付
けられるタンブラアセンブリのさらなる実施例を示す。
【図１０ｂ】アウターピンが軸線方向に突出する２つのラグを備える、キーおよび関連付
けられるタンブラアセンブリのさらなる実施例を示す。
【図１０ｃ】アウターピンが軸線方向に突出する２つのラグを備える、キーおよび関連付
けられるタンブラアセンブリのさらなる実施例を示す。
【図１０ｄ】アウターピンが軸線方向に突出する２つのラグを備える、キーおよび関連付
けられるタンブラアセンブリのさらなる実施例を示す。
【図１１ａ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした
、さらなる実施例を示す。
【図１１ｂ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした
、さらなる実施例を示す。
【図１１ｃ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした
、さらなる実施例を示す。
【図１１ｄ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした
、さらなる実施例を示す。
【図１１ｅ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした



(8) JP 6280140 B2 2018.2.14

10

20

30

40

50

、さらなる実施例を示す。
【図１１ｆ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした
、さらなる実施例を示す。
【図１１ｇ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした
、さらなる実施例を示す。
【図１１ｈ】インナーピンがタンブラアセンブリの中心線から半径方向にオフセットした
、さらなる実施例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１、図１ａ、図１ｂ、および図１ｃでは、キーブレード１１を有するキー１０が示さ
れる。図示される実施例において、キーブレード１１は、細長く、全体として平坦である
。明確には図示されないが、キーブレードは、通常、ロック内の対応する特殊な輪郭形状
の鍵穴に嵌るように、特殊な輪郭形状のリブおよび溝を備える（図１ｄ）。キーブレード
１１は、多数のコードパターン１２を備え、それぞれのコードパターン１２は、対応する
タンブラアセンブリ５０と組となる。
【００１６】
　本発明によれば、新たな種類のタンブラアセンブリ５０が使用される。通常、図１ｄに
概略的に示されるように、ハウジング３０を有する結合されるロックの回転可能なキープ
ラグ２０内のキースロット１５に隣接する円筒穴の列内に配置されるタンブラアセンブリ
の列がある。ロック自体は、当業者には広く知られた一般的な種類のものであり得る。
【００１７】
　新たな種類の複式のタンブラアセンブリ５０は、アウターピン５１と、アウターピン５
１内の軸孔５１ａ内で入れ子式に移動可能であるインナーピン５２とを備える。アウター
ピン５１およびインナーピン５２の両方は、キーブレード上の関連付けられるコードパタ
ーン１２に係合する軸線方向に突出するキー接触用端部を有する。インナーピン５２は、
この実施例ではタンブラアセンブリの中心線Ｃに配置される尖った円錐状ラグ５２ｂから
なるキー接触用端部を有する。以下で明らかになるように、この尖ったラグ５２ｂは、代
替的に中心線Ｃに対して非対称に配置され得る。
【００１８】
　アウターピン５１は、その内部に孔５１ａを備える第１の部分、即ち、上部５１ｃと、
この実施例では軸線方向に突出するラグ５１ｂからなる軸線方向にずれた端部を備える第
２の部分、即ち、下部５１ｄとから構成される。この軸線方向にずれた端部、即ち、突出
ラグ５１ｂは、この実施例ではキーブレード１１における関連付けられるコードパターン
１２内の凹部１２ｂからなる関連付けられるコード部分に係合するように、中心線Ｃから
半径方向の距離で円周方向にコード化位置に配置される。
【００１９】
　図１ｂでは、キー接触部分としての役割を果たす軸方向ラグ５１ｂ、５２ｂを受けるよ
うに構成されたコード化位置が、概略的に示される。したがって、インナーピン５２の円
錐状ラグ５２ｂは、この実施例では中心線Ｃ上に配置され、このキー接触部分について可
能なコードの種類は、中心線上の軸線方向位置となる。通常、この軸線方向位置、即ち、
深さは、２つ、３つ、または４つの異なる高さで画定され得る。
【００２０】
　他方では、アウターピン５１上の軸線方向に突出するラグ５１ｂは、一点鎖線の円ＣＬ
に沿っていずれかのコード化位置に位置決めされ得る。実用的な理由により、９０°から
３０°までの相互の角度差に対応する４個から１２個の可能な位置があるものとする。も
ちろん、ラグ５１ｂの軸線方向長さ、即ち、深さも、また、２～４つの異なるレベルにコ
ード化され得る。これらのコード化の種類は、上述の通り、軸線方向深さの種類ならびに
、角度位置を含む、コード化された凹部１２ａの様々な軸線方向の深さ、コード化された
凹部１２ｂの多数の種類に対応する。
【００２１】
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　アウターピン５１における軸方向ラグ５１ｂの正確な角度位置を保持するために、アウ
ターピン５１が、ロックのキープラグ内の関連付けられる孔内で角度位置または回転位置
に維持されることがもちろん、重要である。これは、キープラグの孔に沿った関連付けら
れる溝内で案内される半径方向外方に突出する部材、即ち、フィン５１ｆによって達成さ
れる。
【００２２】
　以下でさらに説明されるように、タンブラアセンブリ５０の正確な構造は、多数の方法
で変更され得る。しかし、すべての実施例で、ラグ５２ｂまたは凹部の位置が、軸線方向
にコード化され、軸方向ラグ５１ｂ（または凹部）の位置が、円周方向に（１２個以上の
位置まで）および軸線方向にコード化され、軸線方向に突出するラグ５２ｂ（または軸線
方向凹部）を有するインナーピンと、少なくとも１つの軸線方向に突出するラグ５１ｂ（
または軸線方向凹部）を有するアウターピン５１との組合せが、ある。したがって、１つ
のタンブラアセンブリ５０についてのコード組合せの数は、非常に多く、例えば、各ラグ
または凹部に２つの軸線方向位置が存在する場合、４８個、および、各ラグまたは凹部に
３つの軸線方向位置が存在する場合、１０８個となる。
【００２３】
　図２、図２ａ、図２ｂ、および図２ｃから明らかになるように、キーブレードの１つま
たは２つの側面ではなく、キーブレードの端部にコードパターンを配置することが可能で
ある。この実施例では、タンブラアセンブリ５０は、それらの中心線がキー１０’の比較
的平坦なキーブレード１１’の中央の面内に延在する状態に向けられる。アウターピン５
１およびインナーピン５２を有する各タンブラアセンブリ５０は、前述の実施例における
ものとまさに同様に設計され、唯一の相違は、キーブレード１１’が、タンブラアセンブ
リの寸法に対して薄い場合、キーブレード１１’の端部における関連付けられるコードパ
ターンが、キーブレード材料を部分的に外れる点である。この場合には、凹部１２’ｂに
ついての位置が減少する場合があり得る（図２ｃ参照）が、各タンブラアセンブリ５１、
５２についての可能なコード組合せの数は、まだ比較的多くなる。
【００２４】
　図３、図３ａ、図３ｂ、および図３ｃは、図１および図２に示されるタンブラアセンブ
リを個別に示す。図３では、その案内部材、即ち、フィン５１ｆおよびその軸線方向に突
出するラグ５１ｂを有するアウターピン５１が見やすい。インナーピンの唯一の見やすい
部分は、下部のキー接触用端部、即ち、ラグ５２ｂである。後者は、タンブラアセンブリ
の中心線Ｃ上に配置される。
【００２５】
　図３ａに示される縦断面図から、インナーピン５２の上部の若干より幅広の部分が、ア
ウターピン５１の上部５１ｃ内の円筒穴５１ａにより案内されることが分かる。また、イ
ンナーピンおよびアウターピンは、共に軸線方向に移動可能であり、アウターピン５１は
、インナーピン５２に対して下方にずらされ得ることが明らかである。したがって、軸線
方向に突出するラグ５１ｂおよび５２ｂは、一緒に、または、相互に対して、軸線方向に
ずらされ得る。インナーピンおよびアウターピンの相互に係合する円筒面は、図１および
図２に示されるように、軸線方向に直線であり得るものであり、または相対的に軸線方向
の移動を制限するショルダを備え得ることが理解されよう。これらのショルダ５１ｅおよ
び５２ｅは、下方（図示されるように）または上方へのインナーピン５２の相対的な軸線
方向の移動を制限するように構成され得る。
【００２６】
　また、軸線方向に突出するラグ５１ｂおよび５２ｂの相対位置が、図３ｂおよび図３ｃ
から明らかになる。インナーピン５２の軸線方向に突出するラグ５２ｂは、この場合には
中心線Ｃ上に配置されるが、アウターピン５１における軸線方向に突出するラグ５１ｂは
、コード化位置に配置され、その尖った端部が、円形線ＣＬに沿って若干円周方向に位置
決めされる。ラグ５２ｂは、尖った端部、または、若干丸められた端部５２ｂを有する円
錐形であるが、ラグ５１ｂは、尖った先端部、または、若干丸められた先端部５１ｂの両
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側に徐々に傾斜する部分５１ｂｓを有する。本発明によれば、ラグ５１ｂは、例えば、円
形線ＣＬに沿って多数の円周方向に明確に定義された位置のうちの１つで、コード化され
た位置に配置される。円周方向の位置は、１自由度に相当するが、ラグ５１ｂおよび５２
ｂの軸線方向位置は、２つのさらなる自由度をもたらし、したがって、各タンブラアセン
ブリ５０の非常に多数の可能なコードの組合せをもたらす。
【００２７】
　図４、図４ａ、図４ｂ、および図４ｃに示されるように、タンブラアセンブリ５０’の
インナーピン５２’は、タンブラアセンブリの中心線Ｃに対して若干傾斜され得る。この
場合には、アウターピン５１’内の円筒穴５１’は、もちろんこれに応じて傾斜される。
傾斜角度は、中心線Ｃに対して２０°以下であってもよい。それでもなお、前述の実施例
におけるものと同一の方法でラグ５１ｂおよび５２ｂのコード位置を変更することが可能
となる。
【００２８】
　同様の効果が、図５、図５ａ、図５ｂ、および図５ｃに示される実施例により実現可能
である。この場合には、軸線方向に突出するラグ５２’’ｂは、内円ＣＬ２に沿って非対
称に配置されるが、アウターピン５１’’における軸線方向に突出するラグ５１’’ｂは
、外円線ＣＬ１上のいずれかの位置に配置される。このようにすることで、コードの組合
せの数は、さらに多くなる。
【００２９】
　図６、図６ａ、図６ｂ、および図６ｃでは、ロックのさらなる構成要素が示され、即ち
、アウターピン、即ち、スリーブ６１とインナーピン６２とを有するドライブピンアセン
ブリ６０が、アウターピン５１およびインナーピン５２を有するタンブラアセンブリ５０
と同一直線上に軸線方向に配置される。ドライブピンアセンブリ６０は、ロックの周囲の
固定ハウジング内の関連付けられる孔内に配置され（図示せず）、それによりタンブラア
センブリ５０およびドライブピンアセンブリ６０の当接する端面は、回転可能なキープラ
グと周囲のロックハウジングとの間のシェアライン（ｓｈａｒｅ　ｌｉｎｅ）に配置され
る。この実施例では、内側圧縮ばね７２が、インナードライブピン６２に作用するが、外
側圧縮ばね７１は、アウタードライブピン６１に作用する。このようにすることで、通常
、ドライブピンアセンブリ６０は、回転を防止するためにキープラグをロックする位置に
配置される。正確に切削されたキーが、キープラグの鍵穴に挿入された場合にのみ（図示
せず）、挿入されたキーを回転させることによってキープラグを回転させることが可能に
なる。
【００３０】
　図７、図７ａ、図７ｂ、および図７ｃは、同様の実施例を示し、相違は、アウターピン
５１’’’が、インナーピン５２’’’上の外周フランジ５２’’’ｆを収容する拡大し
た円筒穴５１’’’ａを備える点である。また、インナーピン５２’’’上の突出するラ
グ５２’’’ｂ（図７ｃを参照）は、図５、図５ａ、図５ｂ、図５ｃと同様の方法で非対
称であるか、または、半径方向にずらされる。
【００３１】
　タンブラアセンブリ５０’のさらなる実施例が、図８に示される。ここでは、その軸線
方向に突出するラグ５２ｂを有するインナーピン５２は、図１および図２に示されるもの
と同様である。しかし、アウターピン１５１は、２つの向かい合う下部、即ち、１つの短
い部分１５１ｓ、および、１つのより長い部分１５１ｌを備える。それらの下端部に、こ
れらの部品は、それぞれ、軸線方向に突出するラグ１５１ｓｂおよび１５１ｌｂを備える
。より短いラグ１５１ｓｂは、キーブレード１１１’の端部の上方のコード化された凹部
１２’’ｂと組となるが、より長いラグ１５１ｌｂは、キーブレード１１’’の関連付け
られる側面の棚状部分に切削されたコード化された凹部１２０に係合する。インナーピン
５２上の中央ラグ５２ｂは、キーブレード１１１’のエッジ上のコード凹部１２’’ａに
係合する。
【００３２】
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　図８ｈから明らかなように、より短いラグ１５１ｓｂは、様々な円周方向の位置、例え
ば、円形部分ＣＬｓにおける２つ、３つ、または４つの箇所に、配置され得るが、より長
いラグ１５１ｌｂは、円形部分ＣＬｌに沿って選択された位置に位置決めされ得る。この
構造は、多数のコードの組合せに可能性をもたらす点が理解されよう。また、タンブラア
センブリとキーブレード１１’’との間の係合は、図８ａ、図８ｂ、図８ｃ、図８ｄ、図
８ｅ、図８ｆから明らかになる。図８ｄおよび図８ｅは、右および左にそれぞれ向けられ
たより長い突出するラグを備える２つの実施例を示す。図８ｆでは、アウターピン１５１
のより長い部分が、２つの異なるより長いラグ１５１’ｌｃおよび１５１’ｌｄを備える
第３の実施例である。この実施例では（図８ｆ）、２つのラグは、国際公開第２００７／
０１８４５６号（ＷＩＮＬＯＣ　ＡＧ）（特許文献３）におけるものと同一の方法でコー
ド化され得るものであり、より長いラグ１５１’ｌｃおよび１５１’ｌｄの一方もしくは
他方または両方が、キーブレード１１１’の棚状部分におけるコード化された凹部１２０
のうちの関連付けられる１つに係合することとなる。
【００３３】
　図８ｉ、図８ｋ、図８ｌ、図８ｍ、および図８ｎでは、いくつかの変更した実施例が示
される。
【００３４】
　キーブレード１１１’’は、若干より薄くてもよい（図８ｉで分かるように背面側の破
線部分を有さない）。その場合、アウターピン１５１’’は、１つの軸線方向に突出する
ラグ、即ち、長ラグ１５１’’ｌｂのみを有する（図８ｋおよび図８ｌを比較せよ）。
【００３５】
　他方では、キーブレードが厚い（前述の実施例におけるように）場合、背面側１１１’
’ａにもコード化された凹部１２０を有するコードパターンのための空間があり、長ラグ
１５１’’ｌｂは、図８ｍおよび図８ｎに示すように、キーブレード１１１’’の両側で
分岐する。図８ｎの２つの長ラグ１５１’’ｌｂが同一の長さを有することは、符合する
点を指摘するものとする。通常、それらは、凹部１２０の特定の深さに依存する異なる長
さのものである。
【００３６】
　図９ａ、図９ｂ、図９ｃ、図９ｄ、図９ｅ、および図９ｆでは、タンブラアセンブリ５
０’および関連付けられるタンブラドライブアセンブリ６０’、および、スプリングアセ
ンブリ７０’（図８から図８ｄに示される実施例）が、係合しているキーを伴わずにそれ
自体で示される。
【００３７】
　図１０、図１０ａ、図１０ｂ、図１０ｃ、および図１０ｄに示される実施例では、キー
ブレード１１およびコード化凹部１２を有するキー１０は、各コードパターン１２が、中
心に配置された凹部１２ａと、アウターピン５１におけるラグ５１ｂ、５１ｃをそれぞれ
収容する２つの隣接する凹部１２ｂおよび１２ｃとを含むが、図１に示される実施例と同
様である。中央の凹部１２ａは、インナーピン５２における軸線方向に突出するラグ５２
ｂを受けるようになっており、このラグ５２ｂは、中心線Ｃ上に配置される。３つのラグ
５１ｂ、５１ｃ、および５２ｂの位置は、図１０ｄから最もよく明らかになる。この実施
例では、２つのラグ５１ｂ、５１ｃは、円形線ＣＬ上で相互に向かい合って配置される。
しかし、これらの２つのラグは、円形線ＣＬに沿って任意の２つの別個の点に位置決めさ
れ得る（１８０°未満離れる）。これらの３つのラグ５１ｂ、５１ｃ、および５２ｂにつ
いて非常に多数の可能なコード化された位置があることが理解されよう。
【００３８】
　図１１ａ、図１１ｂ、図１１ｃ、図１１ｄ、図１１ｅ、図１１ｆ、図１１ｇ、および図
１１ｈに示されるタンブラアセンブリ５０は、アウターピン５１上の１つのラグ５１ｂお
よびインナーピン５２における他のラグ５２ｂを有する、図５～図５ｃに示されるものと
類似する。しかし、この場合、インナーピン５２は、軸線方向に突出するラグ５２ｂを備
える半径方向にオフセットしたフランジ５２ａを有する（図１１ｅを参照）。オフセット
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したフランジ５２ａに空間を作るために、アウターピン５２の第２の部分、即ち、下部５
１ｄは、円周方向に部分的にのみ延在し、第１の部分、即ち、上部５１ｃに軸線方向に隣
接する自由空間を残す。
【００３９】
　かかる構造により、インナーピン５２における突出するラグ５２ｂは、図１１ｃ、図１
１ｄ、図１１ｇ、図１１ｈから分かるように、中心線Ｃから同一の半径方向の距離で円形
線ＣＬ上に配置され得る。したがって、ラグ５１ｂおよび５２ｂはそれぞれ、半円（円形
線ＣＬの半分）におけるいずれかの円周方向位置に配置されてもよい。この場合、コード
化された凹部は、中心線Ｃ上にない。

【図１】 【図１ａ】

【図１ｂ】



(13) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図１ｃ】

【図１ｄ】

【図２】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図２ｃ】



(14) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図３】

【図３ａ】

【図３ｂ】

【図３ｃ】

【図４】

【図４ａ】

【図４ｂ】

【図４ｃ】



(15) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図５】

【図５ａ】

【図５ｂ】

【図５ｃ】

【図６】 【図６ａ】

【図６ｂ】



(16) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図６ｃ】 【図７】

【図７ａ】

【図７ｂ】

【図７ｃ】

【図８】



(17) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図８ａ】 【図８ｂ】

【図８ｃ】 【図８ｄ】



(18) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図８ｅ】 【図８ｆ】

【図８ｇ】

【図８ｈ】

【図８ｉ】



(19) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図８ｋ】 【図８ｌ】

【図８ｍ】 【図８ｎ】



(20) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図９ａ】 【図９ｂ】

【図９ｃ】 【図９ｄ】



(21) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図９ｅ】

【図９ｆ】

【図１０】

【図１０ａ】 【図１０ｂ】

【図１０ｃ】



(22) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図１０ｄ】 【図１１ａ】

【図１１ｂ】

【図１１ｃ】

【図１１ｄ】

【図１１ｅ】



(23) JP 6280140 B2 2018.2.14

【図１１ｆ】

【図１１ｇ】

【図１１ｈ】



(24) JP 6280140 B2 2018.2.14

10

フロントページの続き

(56)参考文献  欧州特許出願公開第００６２５６２４（ＥＰ，Ａ１）　　
              米国特許第０５８９４７５０（ＵＳ，Ａ）　　　
              特表２００９－５０３３０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０１２５７９８７（ＵＳ，Ａ）　　　
              特表２００５－５３００７２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０５Ｂ　　２７／００－２７／１０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

